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< 運営推進会議における評価̲様式例 > ※公表用 

【事業所概要】 

【事業所の特徴、特に力を入れている点】 

当法人の病院を中心として、他機関と連携強化を図り、医療・看護・介護・福祉が一体となり、医療ニーズがある重度の方を地域で支えることで、   

利用者・家族の安心感に繋げている。 

医療ケアが必要であっても介護職がしっかり生活を支え、看護職が健康面と医療的サポートをすることで、在宅生活の可能性を広げ、住み慣れた暮ら

しのあり方や尊厳を保つケアの取り組みを行っている。 

 

【運営推進会議における評価の実施概要】） 

■ 前回の改善計画の進捗評価 

法人名 
医療法人社団  松涛会 

 
事業所名 

 

看護小規模多機能 ケアタウンやすおか 

所在地 

 

（〒759－6640） 

山口県下関市横野町 3 丁目 1-2 

2023/03/09 事業所

自己評価 

実施日 

西暦 2022 年 12 月 20 日 

従業者等自己評価 

実施人数 
 （  16  ）人        ※管理者を含む 

実施日 西暦 2023 年 1 月 18 日 
出席人数（合計）  （   ）人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 

□自事業所職員（   人）□市町村職員（ 1 人）□地域包括支援センター職員（ 1 人）□地域住民の代表者（  4 人） 

□利用者（  人））□利用者の家族（ 人） □知見を有する者（   人）  □その他（   人） 

別紙３－３ 
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項目 前回の改善計画 実施した具体的な取組 進捗評価 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

・イレギュラーな事態に対しての対応や

優先順位が分かり理念や行動指針に基づ

いた自律的な行動が取れる様、理念を共

有し浸透させていく。 

 

・事業所で取り組んでいる研修への推

進。（喀痰吸引研修） 

自己研鑽の年間計画に研修参加目標を組

み込み計画的に学習してスキルの向上を

図っていく。 

 

・職員参加型での改善策への合意形成が

行える様、働きやすい職場作りへの課題

や方針が立案できるようにメンタルヘル

ス制度についての研修を行う。 

 

〇コロナ過の中、他の事業所にてクラス

ターが発生した際、職員の応援を送り、

看多機内でも濃厚接触者が出る中、看護、

介護協力し事業所を運営できた。 

〇登録喀痰吸引等事業者・特定行為事業

者の登録を行い認定特定行為従事者の実

人数を増やして行けるよう喀痰吸引研修

に参加した。 

〇法人内研修・外部研修へ参加し、年間

の目標回数を達成出来るよう各職員スキ

ルアップを図った。 

〇プロジェクトチーム、並びに教育担当

係を立ち上げ、業務改善の課題を話し合

い、まとめた内容をミーティングにて周

智し改善に取り組んだ。 

〇メンター研修（職員 2 名）に参加し、 

年 6 回の講座と月 2 回のメンタリングを

行い、働きやすい職場づくり・コミュニ

ケーション能力向上・メンタル面のサポ

ート行い職場風土の改善に取り組んだ。 

 

・コロナ渦の中で支障なく事業所の運営

ができたことは評価できる。今後の取り

組みとしては、これまでの経験を基に

BCP の整備及びそれに基づいた行動がで

きるよう注力頂きたい。 

・職員のスキル向上の取り組みについ

て、内部研修及び外部研修を受講できる

体制が整備されていることが評価でき

る。可能であれば、様々な研修の実施に

おける各職員（非常勤含む）の習熟度を

確認していただきたい。 

・働きやすい職場環境に向けての取り組

みについて、風通しの良い職場であり続

けるよう継続した取り組みが必要である

ものの、年度毎の取り組みとしては評価

できる。 

・法人内・外部研修に参加し職員のスキ

ルアップが図られています。メンター研

修にも参加し働きやすい職場作りに取り

組んでいます。今後も継続して下さい。 

・コロナ渦、クラスター発生の際の対策

を研修しており実践の場で生かされてい

ます。 
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Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 

（評価項目 11

～27） 

・介護福祉士の重要なスキルとして 

「介護過程の展開」の一連の流れが分か

り実践に繋げて行くことができるように

なる。 

・利用者担当制に看護職・介護職共に責

任感・達成感を持つことができるよう支

援していく。 

 

個々の利用者に対し、看護、介護の担当

職員がおり、毎月アセスメント、看護計

画を作成し、カンファレンスにて評価、

改善を行っている。 

〇統一した看護、介護が出来るようミー

ティングやカンファレンスにて情報共有

を行った。また、職員同士協力し利用者

の支援に当たれている。 

・定期的なアセスメントやカンファレン

ス等の実施による情報共有及び利用者担

当制による主体的な看護・介護を実施し

ている点について評価できる。このこと

について、各利用者の計画及びサービス

提供の内容が統一的でなく、個別的なも

のとなるよう留意お願いします。 

・看護職、介護職の連携もできているよ

うです。情報共有し協力しながら支援を

お願いします。 

・看護・介護の相互連携がスムーズに行

えている。 

 

 

 

２．多機関・多

職種との連携 

（評価項目 28

～31） 

・介護職に対して看護マニュアル作成を

通じた育成を実施 

 

・勉強会で看護職から介護職への疾患に

ついて等のレクチャーの実施。 

〇新規の利用者、並びに状態変化のある

方を随時のミーティングにて情報共有を

行っている。また、毎月の勉強会時、看護

職員より作成した看護マニュアルによる

育成・指導を介護職へ行った。 

 

・医療的知識を持った介護職員の育成に

係る取り組みについて評価できる。他機

関（病院等）との連携についてもスムー

ズに行えるよう体制の整備をお願いした

い。 

・介護職から介護職に対してのレクチャ

ーは大切で、看護マニュアルは大事な事

です。 

 

 

 



4 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目32～41） 

・利用者・家族・事業者・専門職に向けて

看護小規模多機能のサービスを分りやす

く説明できるツールとしてパンフレット

を見直し有効に活用していく。 

 

・医療ニーズの高い高齢者を支援してい

る事業所だと認識していただける様、看

護・介護に関する相談等の取り組みを地

域へ向けて発信していく。 

〇登録者以外の短期入所（ショートステ

イ）用と事業所用のパンフレットを新た

に作成することができた。パンフレット

の見直しにより、分りやすく説明できた

ことで、利用につながった。 

 

〇新規作成のパンフレット等により、地

域からの問い合わせも多くなり、医療関

連の相談を行うことができた。 

 

・これまで以上に分りやすいようパンフ

レットを印新したことについて、本市に

おいて、まだ馴染みのない看多機を理解

していただくツールとして評価できる。

次のステップとして、さらに看多機を認

識してもらうための活動（地域包括や居

宅介護支援事業所への周知）について期

待したい。 

・地域住民への周知も大切です。パンフ

レットの見直しで分りやすくすることで

理解してもらえます。 

・分りやすく説明されたパンフレットは

入所者。地域住民も喜ぶと思います。 

 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目42～44） 

 

・BPC（業務継続計画）の作成。 

・自己評価の向上・できていることの継

続と振り返り 

・基本的な接遇の習得。 

〇作成期限に向け、事業所の担当職員を

中心に、会議の参加やマニュアル作成を

進めている。 

〇接遇アンケートや職員間のヒヤリング

を通し、事業所長中心に評価を行い、必

要があれば面談を行い、接遇を改善した。 

 

・継続的なサービス提供のために、

BCP の早期策定を期待する。経過措置

期間終了を考慮し、策定時期及び策定

スケジュールの詳細を決定するべき。 

・事業所内における接遇の改善につい

ての取り組みは評価できる。 

・BCP 委員会作成を進めて下さい。 

・分りやすい内容で短い時間に的確に自

己評価できることが、最善だと思いま

す。 

 

※「前回の改善計画」および「実施した具体的な取組」は事業所が記入し、「進捗評価」は自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します 

■ 今回の「評価結果」および「改善計画」 
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項目 評価結果 改善計画 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

・理念の周知方法やどのように明確にしていく等、スタッフに

対する理念の活用方法を具体的に検討していく必要がある。 

 

・職員のスキル向上の取り組みについて、整備されていること

は評価できたが、参加研修後における各職員の習熟度の確認や

他の職員にフィードバックするかを含めて取り組みが必要。 

・働きやすい職場環境に向けての取り組みについて、評価でき

る。風通しの良い事業所となるよう継続して取り組んで欲し

い。 

・自分達が理念をどのように具現化できるのかを事業所内研修

で確認し話し合っていく。 

・理念に基づいてスタッフがどのような役割を果たしたのかを

年度末の職員会議で発表する。 

 

・外部研修で学んだことについて、毎月、職員会議で伝達研修

する機会を設けていく。 

 

・メンター制度を導入し指導する立場の職員のレベルアップを

図る為の研修を本年度も開催していく。 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 

（評価項目 11

～27） 

・定期的な情報共有や主体的な看護・介護を実践している点に

ついて評価できる。各利用者の状態等に合わせた個別具体的

な内容となるよう意識していく必要がある。 

 

 

 

・終末期ケアの必要性が大きくなることを予測し利用者及びそ

の家族の意向を適切に把握し終末期ケアを行えると良い。職

員のスキルアップも含め対応を検討していただきたい。 

・ケアマネ、看護、介護スタッフ共働で計画を立案することで、

適切なケアプランを作成していく。 

看護職は疾患の理解、医療処置の重要性等利用者のニーズを理 

解し、介護職は利用者の個々の状態に合わせて支援方法を共働 

し話合う。 

 

・アドバンス ケア プランニングの実施 

利用者が望む医療について考え、繰り返し話し合い、共有して 

いく取り組みを行っていく。 

・ターミナルケアに関するスタッフの教育。 

看取りケアにおける介護職の役割や終末期のケアの概念を 

理解する。 

２．多機関・多

職種との連携 

（評価項目 28

・医療的知識を持った介護職員の育成に係る取り組みについて

評価できる。他機関（病院）との連携についてもスムーズに行

・医療的ケアができることで、医療ニーズのある方の受け入れ

も積極的に行える体制を作っていく。 
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～31） える体制の整備をお願いしたい。 ・退院時カンファレンスの参加や退院調整にきめ細かく対応し

ていき急性期病院・法人外の病院の連携室との関係性を深め

ていく。 

 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目32～41） 

・パンフレットの見直しにより、看多機を理解して頂くツール

として評価できる。次のステップとして、地域包括支援センタ

ーや居宅介護支援事業所への周知を期待したい。 

 

 

 

・地域密着型サービスであることから、地域に向けた活動の実

施を検討してください。 

・（地域包括） 

定期的な訪問や情報提供を継続し地域包括支援センター 

主催の地域ケア会議への参加を行っていく。 

（居宅介護支援事業所） 

介護支援専門員や地域包括支援センターの集まりに 

参加し、居宅事業所との理解促進を行っていく。 

 

 

・自治会や地域区の総会等で事業所の特色を説明する 

機会を持ち、地域とのコミュニティを形成していく。 

・事業所として地域への奉仕活動を実施していく。 

 

 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目42～44） 

・目標達成の状況は良好であることが伺えた。継続的なサービ

ス提供のために BCP の策定・スケジュールの詳細を決定する

必要がある。 

・事業所内における接遇改善についての取り組みは評価でき

る。 

・策定した事業継続計画（BCP）に定められた（災害・感染）

実効性を向上させる教育・訓練の実施、見直しを行っていく。 

 

・今後も提供する看護・介護の質を点検しケアの改善を行い看

護・介護の質を高めていく。 

・事業所において必要な指針（高齢者虐待・身体拘束・感染）

を講ずるための体制を整備していく。 

・４４項目のできていることは今後も継続し自己評価の向上を

図っていく。 

 

※自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します 
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■ 評価表 [事業所自己評価・運営推進会議における評価] 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

Ⅰ 事業運営の評価 ［適切な事業運営］  

（１） 理念等の明確化  

① 看護小規模多機能型居宅介護の特徴を踏まえた理念等の明確化とその実践  

1  サービスに求められる「①

医療ニーズの高い利用者の

在宅生活の継続支援」、「②

在宅での看取りの支援」、

「③生活機能の維持回復」、

「④家族の負担軽減」、「⑤

地域包括ケアへの貢献」を

含む、独自の理念等を掲げ

ている 

 

 

 

 

 

 2 

 

11 

 

3 

 

 

 

① から⑤の理念等を掲げて 

いるかどうか不明。「具体

的な状況・取り組み内容」

には、①から⑤の理念等

が掲げているかどうか、

どのように明確にしてい

るか等についても記載が

必要では？ 

・看護・介護で連携し理念が

明確にされています。 

・看護小規模の特徴を踏まえ

た理念等が具体的な取り組

みでおおよそできている。 

 ①～⑤の全てを含む理念等があ

る場合は「よくできている」 

 ①～⑤の一部を含む理念等が掲

げられている場合は、「おおよそ

できている」もしくは「あまりで

きていない」 

 独自の理念等が明確化されてい

ない場合は「全くできていない」 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

① 医療の目的とニーズに沿って看護・

介護の両面からサポートし地域で支

えている。 

② 看取りの体制を整え受け入れを行うこ

とができた。 

③ 科学的介護報告システムへの情報提出

より、生活機能の問題について評価し

維持回復に努めている。 

④ ⑤ 

登録者以外の短期利用（ショートステ

イ）を４月より開始し家族の負担軽減

や安岡病院との医療連携をとること

で、利用者・家族にとって安心して生活

ができる環境を整備している。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

2  サービスの特徴および事業

所の理念等について、職員

がその内容を理解し、実践

している 

2 13 

 

  1 

 

 

・周知の方法について、定期

的な内部研修等に盛り込む

ことができれば、さらに良い

と思います。 

・職員全員に理念が浸透でき

ているようです。周知の維持

をお願いします。 

 

 「サービスの特徴および理念等

を踏まえた実践」の充足度を評価

します 

 独自の理念等が明確化されてい

ない場合は「全くできていない」 

 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

・事務所に独自の理念を掲示し職員全員に

浸透できるようにしている。 

・専門職としての職業理念を再確認し、基

本倫理である自立・自律支援・尊厳を支え

るケアの実践を学び、職員に理念の意義

や重要性の周知を行っている。 

 

 

（２） 人材の育成  

① 専門技術の向上のための取組  

3  職員との話し合いなどを通

じて、各職員の中長期的な

育成計画などを作成してい

る 

3 13  

  

 

 

・「各職員個別の目標」の取り

組み素晴らしいと思います。

画一的にものにならないよ

う継続して下さい。 

・個別目標に向かってスキル

アップできています。常に振

り返りと評価をお願いしま

す。 

 「育成計画の作成」の状況につい

て、充足度を評価します 

 すべての職員について育成計画

などを作成している場合は「よく

できている」 

 育成計画などを作成していない

場合は「全くできていない」 

［具体的な状況・取組内容］ 

 

・年間を通し個別目標を設定し自己研鑽

を行い目標達成することで、スキルアッ

プを図っている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

・目標管理シート作成し、個人目標を立   

て、キャリアアップを図り、振り返りと

評価を行う。 

・各種マニュアルによる育成を行ってい

る。 

 

 

・職員のスキルアップが進ん

でいる。 

 

 

4  法人内外の研修を受ける機

会を育成計画等に基づいて

確保するなど、職員の専門

技術の向上のための日常業

務以外での機会を確保して

いる 

2 12 2 

  

 

 

・法人内の研修に２名が参加

とのことですが、知識を事業

所に持ち帰って、単なる資料

の回覧のみにとどまらず、ど

のように他の職員にフィー

ドバックするかを含めて取

り組むようお願いします。 

・引き続き職員の知識向上に

努めて下さい。 

・職員のスキルアップ向上に

努めていることがうかがわ

れた。 

 「専門技術の向上のための日常

業務以外での機会の確保」につい

て、充足度を評価します 

 ［具体的な状況・取組内容］ 

・法人内のメンター研修に職場より２名

の参加を行い、よりよい職場づくりがで

きるように努めた。 

・職員全員、外部研修の参加目標を立て 

 専門職としての知識の向上に努めてい

る。 

 

② 介護職・看護職間の相互理解を深めるための機会の確保  

5  介護職・看護職・介護支援専

門員の間で、職員が相互に

情報を共有する機会が、確

3 13  

 

 

 

・良いと思います。継続して

ください。 

・カンファレンスを通して共

 「情報を共有する機会」の充足度

を評価します 

 例えば「利用者等の具体的なケー
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

保されている ［具体的な状況・取組内容］ 

 

・職種別の情報共有を行い利用者、個々

のカンファレンスを毎月行うことで共通

理解に努めることができた。 

 

 

 

通理解に今後も努めて下さ

い。 

・各専門職間の情報共有が図

れています。 

 

 

 

スについて話し合うための、定期

的なカンファレンスの開催」など

が考えられます 

 

（３） 組織体制の構築  

① 運営推進会議で得られた意見等の反映  

6  運営推進会議で得られた要

望、助言等を、サービスの提

供等に反映させている 

 12 4 

  

 

 

・運営推進会議での情報は全

員で共有してください。 

・コロナ渦で運営推進会議が

中止となっている状況下・有

効な提言が出来ていない。 

 「得られた要望・助言等のサービ

スへの反映」の視点から、充足度

を評価します 

 ［具体的な状況・取組内容］ 

・運営推進会議はコロナの為、殆ど開催

することができなかったが、書面にて活

動報告等を行い助言をいただき、議事録

等の内覧で情報共有し、ミーティングや

話し合いで反映している。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

② 職員が安心して働くことができる就業環境の整備  

7  職員が、安心して働くこと

ができる就業環境の整備に

努めている 

 4 11 1 

  

 

 

・風通しの良い事業所となる

よう継続して取り組んで下

さい。 

・業務改善チームの効果がみ

られます。メンタルヘルス研

修も続けて下さい。 

・施設に携わる職員のメンタ

ルチェックは本当に大事な

ことと思います。 

 「職員が、安心して働くことので

きる就業環境」の充足度を評価し

ます 

 例えば、「職員の能力向上の支

援」、「精神的な負担の軽減のため

の支援」、「労働時間への配慮」な

どが考えられます 

［具体的な状況・取組内容］ 

・年２回のストレスチェックの実施 

メンター研修で信頼関係の構築に努めた 

業務改善チームを構成し、業務の効率化

や仕事の見える化を進め職場環境の整備

を行ったことで、離職率の低下や職員の

定着に繋がった。 

外部講師による継続的にメンタルヘルス

の研修を受けた。 

 

（４） 情報提供・共有のための基盤整備  

① 利用者等の状況に係る情報の随時更新・共有のための環境整備  

8  利用者等の情報について、

随時更新を行うとともに、

必要に応じて職員間で迅速

4 11 1 

 

 

 

・情報共有するために工夫さ

れていると思います。 

・ 

 「情報の随時の更新」と「職員間

で迅速に共有するための工夫」の

２つの視点から、充足度を評価し
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

に共有できるよう工夫され

ている 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

・色々なツール（申し送り・看護・介護

別伝達ノート）を活用し情報共有を行い

業務に入る際は、ケア記録等を確認し、

情報共有している。 

 

 

 

ます 

 

（５） 安全管理の徹底  

① 各種の事故に対する安全管理  

9  サービス提供に係る利用者

等および職員の安全確保の

ため、事業所においてその

具体的な対策が講じられて

いる 

3 12 1 

 

 

 

・介護事故等を 0 にすること

は困難ではあると思います

が、発生した場合にどのよう

に対策するかを講じるかが

重要ですので、全職員への意

識付けをお願いします。 

・利用者・職員の安全確保の

ため、様々な取り組みができ

ています。 

 「各種の事故に対する予防・対

策」の充足度を評価します 

対策が求められる事項としては、

例えば「医療・ケア事故の予防・

対策」、「交通安全」、「夜間訪問時

の防犯対策」、「個人情報保護」な

どが考えられます 

［具体的な状況・取組内容］ 

・コロナ禍において、感染対策を日々行

い、消毒や掃除を行い記録している 

・医療事故・予防対策として法人内の医

療安全委員会へ参加することを確立させ

た。 

・事業所内研修を行い個人情報保護につ

て学び知識を得ることができた。 

・職員の夜間の防犯対策については、セ

キュリティーをかけることにより安全確

保の対策が練られている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

② 災害等の緊急時の体制の構築  

10 

 

 

 災害などの緊急時において

も、サービス提供が継続で

きるよう、職員、利用者、関

係機関の間で、具体的な対

応方針が共有されている 

 14 2 
  

 

・BCP 早期策定をお願いしま

す。 

・ 

 

 

 「緊急時におけるサービス提供

のための備え」について、充足度

を評価します 

 例えば、「安否確認方法の明確

化」、「連絡先リストの作成」、「医

療材料などの確保」、「災害時ケア

のマニュアル化」などが考えられ

ます 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

・年２回、防災訓練を行い、施設内の各

部署の参加もできている。 

・フローチャートも作成できており、現

在 BCP 作成中。 

 

 

Ⅱ サービス提供等の評価  

１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供  

（１） 利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成  

① 利用者等の 24 時間の暮らし全体に着目した、介護・看護両面からの一体的なアセスメントの実施  

11  在宅時の利用者の生活状況

や家族等介護者の状況等を

含む、利用者等の 24 時間の

暮らし全体に着目したアセ

スメントが行われている 

3 11 2 

  

 

 

・在宅利用者の生活状況の把

握は居宅サービス計画等を

作成する上で重要な業務で

あるため感染対策の上、実施

してください。 

・家族への電話での報告は喜

ばれると思います。 

 「家族等も含めた 24 時間の暮ら

し全体に着目したアセスメント」

の充足度を評価します 

 ケアが包括的に提供される看護

小規模多機能型居宅介護におい

ては、家族等を含めた 24 時間の

暮らし全体に着目したアセスメ

ントが必要となります 

［具体的な状況・取組内容］ 

・コロナの為家族の面会ができていない

ので、家族の来所時は生活の様子や病状

の変化をお伝えたり、電話での報告を随

時行っている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

 

 

・コロナ渦、家族との接触が

極力制限される中、職員の活

動は極めて大切です。 

 

 

 

 

 

12  介護職と看護職がそれぞれ

の視点から実施したアセス

メントの結果が、両職種の

間で共有されている 

 14  2 

  

 

 

・看護、介護での情報共有は

大切です。引き続きお願いし

ます。 

・看護・介護職のそれぞれの

情報共有は一段とスキルア

ップに繋がります。 

 

 「介護職と看護職間でのアセス

メント結果の共有」について、充

足度を評価します 

 介護・看護の両面から行われたア

セスメントの結果は、その後のつ

き合わせなどを通じて、両職種で

共有されることが望ましいとい

えます 

［具体的な状況・取組内容］ 

・看護・介護両職種ノートで情報共有を

行い、カンファレンスやミーティングで

話し合いを行い、情報共有をしている。 

 

 

 

 

② 利用者等の「尊厳の保持と自己実現の達成」を重視した計画の作成  

13  家族を含む利用者等の考え

を把握するとともに、その

目標の達成に向けた計画が

3 11 2 

 

 

 

・コロナ渦でコミュニケーシ

ョンが取りづらい時だから

こそ、家族との関係性を保つ

 「家族等の考えを含めた計画の

作成」について、充足度を評価し

利用者のみでなく、家族等の考え
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

作成されている ［具体的な状況・取組内容］ 

・担当の利用者・家族の想いに耳を傾け

るようにしている。 

・本人・家族の希望や意向を把握し顔が

見える関係を保てるようにいている。 

 

ため、コミュニケーションを

取ることを意識して下さい。 

・利用者だけではなく家族の

思いにも耳を傾けて下さい。 

・利用者等の考え・目標の達

成が明確化すれば励みにな

ると思います。 

 

 

を適切に把握するとともに、その

考えを含めた計画を作成するこ

とは重要であるといえます 

14  利用者の有する能力を最大

限に活かした、「心身の機能

の維持回復」「生活機能の維

持又は向上」を目指すこと

を重視した計画が作成され

ている 

 

 

 3 

 

11 

 

2 

 

 

 

・計画を作成する上で、画一

的なものではなく、各利用者

の状態等に合わせた個別具

体的な内容となるよう意識

して下さい。 

・利用者の能力を生かした計

画の作成をお願いしたい。 

 

 

 

 

 「利用者の有する能力を活かし

た、心身機能の維持回復を重視し

た計画の作成」について、充足度

を評価します 

 「利用者が尊厳を持って、その有

する能力に応じ地域において自

立した日常生活を営む」ために、

必要な視点であるといえます 

［具体的な状況・取組内容］ 

・９月より、LIFE システムへの情報提出

を行い口腔機能向上サービス計画を作成

し、栄養状態・嚥下機能・口腔内の機能

向上に努めている。 

・口腔内のアセスメントにより歯科受診

につなげている。 

 

 

 

③ 利用者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画の作成  



16 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

15  利用者の今後の状況変化の

予測と、リスク管理を踏ま

えた計画が作成されている 

 

 

 

 3 

 

 12 

 

  1 

 

 

 

・看護師による予防予測を踏

まえての計画作成を引き続

きお願いします。 

・リスク管理を踏まえた計画

作成ができている。 

 

 

 

 

 

 

 「状況変化の予測」と「リスク管

理」の２つの視点から、充足度を

評価します 

 介護・看護が一体的に提供される

看護小規模多機能型居宅介護に

おいては、特に看護職による予後

予測などを踏まえて計画を作成

することが重要です 

［具体的な状況・取組内容］ 

・入所時・退院時 主治医・看護師によ

る予防予測を行い計画を作成している。 

・毎月の看護計画を作成している。 

 

 

（２） 利用者等の状況変化への迅速な対応とケアマネジメントの実践  

① 継続したアセスメントを通じた、利用者等の状況変化の早期把握と計画への反映  

16  サービス提供を通じた継続

的なアセスメントにより、

利用者等の状況変化を早期

に把握し、計画への適宜反

映が行われている 

 

 

 

 3 

 

 13 

 

  

 

 

 

・サービス提供の中で利用者

の状況変化が把握できるよ

う、サービス提供をする各職

員は常に利用者の状態観察

等を行い、記録をするように

して下さい。 

・主治医への連携はできてい

ます。早期の把握をお願いし

ます。 

 

 「早期の把握」と「計画への適宜

反映」の２つの視点から、充足度

を評価します 

 ［具体的な状況・取組内容］ 

・体調変化時、看護師により訪問・状況

把握や早急に主治医への連携を図り計画

変更を適宜行っている。 

・ 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

 ・利用者の状況を早期に把握

し関係者の連携のもとに利

用者を最善の状態にするた

めの体制が良く図られてい

る。 

 

 

② 居宅への訪問を含む、利用者等の暮らし全体に着目したアセスメントの実施と計画への反映  

17  通い・泊まりの利用に過度

に偏らないよう、適時適切

に利用者宅を訪問すること

で、家族等を含めた居宅で

の生活状況の変化を継続的

に把握している 

 12 3 

 

1 

 

・在宅利用者は居宅での生活

が基本であることから、計画

を作成する際はサービスの

種類が偏りがないよう訪問

サービスの位置付けも検討

するようにして下さい。 

・利用者宅を訪問し生活状況

を把握し安心できるようサ

ポートをお願いします。 

・在宅看護・介護を充実する

ための在宅での生活状況を

継続的に把握することは、重

要であるが、困難な面もある

と思います。更なる充実が図

れることをお願いします。 

 「訪問による、家族等を含めた居

宅での生活状況の変化の継続的

な把握」という視点から、充足度

を評価します 

 訪問によるケアの提供は、家族等

を含めた居宅での生活状況を把

握するためにも重要です 

［具体的な状況・取組内容］ 

・利用者または家族が安心して生活でき

るようにサポートしている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

③ 利用者等の状況変化や目標の達成状況等に関する関係多職種との情報共有  

18  利用者等の状況変化や目標

の達成状況等について、主

治医など、事業所内外を含

む関係多職種と情報が共有

されている 

 

3 12 1 

 

 

 

・多職種・主治医との連携は

できています。 

・利用者等の目標達成度の状

況を関係者で情報共有して

いれば更なる目標に向けて

スムーズに進めることがで

きるのではないかと思いま

す。 

 

 

 

 

 「利用者等の状況変化や目標の

達成状況等の事業所内外を含む

関係多職種との情報共有」につい

て、充足度を評価します ［具体的な状況・取組内容］ 

 

 

・主治医または医療機関 NS に連絡でき

るよう緊急時の報告経路を決めており、

フローチャートを作成し多職種と連携し

ている。 

・主治医に連絡・報告・相談を適時に行

っている。 

 

 

（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供  

① 介護職と看護職の相互の専門性を生かした柔軟なサービスの提供  

19  介護職と看護職のそれぞれ

の専門性を最大限に活かし

ながら、柔軟な役割分担が

行われている 

5 11  
 

 

・職種の専門性を活かし、効

率的に業務を行って下さい。 

・朝のミーティングを活用し

役割分担を行うことができ

ています。 

 

 「介護職と看護職の専門性を活

かした役割分担」について、充足

度を評価します 

 介護・看護が一体的に提供される

看護小規模多機能型居宅介護で

は、効果的・効率的なサービス提

［具体的な状況・取組内容］ 

・朝のミーティングで１日の業務を確認

し合い相互の役割を把握することで、効

果的に役割分担を行うことができてい



19 

番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

る。 

・夜間看護師が対応できるように配置し

ている。 

 

 

 

・専門性を生かした連携と情

報共有あ機能しています。 

供のために、各々の専門性を活か

した役割分担や、業務の状況等に

応じた柔軟な役割分担を行うこ

とが重要です 

20  利用者等の状況について、

介護職と看護職が互いに情

報を共有し対応策を検討す

るなど、両職種間の連携が

行われている 

 

 

3 13  
 

 

・意見交換できる職場環境は

大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 「介護職と看護職の情報共有お

よび対応策の検討」について、充

足度を評価します ［具体的な状況・取組内容］ 

・毎月、個々のカンファレンスを行い、

担当看護師・介護士からアプローチを行

い、毎月のミーティングで状態の説明を

行うことで意見交換しやすい職場環境を

整えている。 

 

 

② 看護職から介護職への情報提供および提案  

21  看護職から介護職に対し

て、疾病予防・病状の予後予

測・心身の機能の維持回復

などの観点から、情報提供

や提案等を行っている 

2 14  

 

 

 

・看護職から介護職への提

案・報告ができており継続し

てお願いします。 

 

 

 

 「看護職の専門性を活かした、介

護職への情報提供や提案等」につ

いて、充足度を評価します 

 このような情報提供や提案等は、

看護職の専門性を活かした役割

の１つとして期待されます 

［具体的な状況・取組内容］ 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

・看護職より、処置方法報告や内服等の

変更などは随時報告を行い全体ミーティ

ングで、状態変化のある利用者に対して

認識のズレがないよう看護師から介護士

への提案が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）利用者等との情報及び意識の共有  

① 利用者等に対するサービスの趣旨及び特徴等についての情報提供  

22 

 

 サービスの趣旨および特徴

等について、分かりやすく

説明し、利用者等の理解を

得ている 

 16  
 

 

・家族にも分りやすく説明す

ることができ、理解してもら

えるようです。 

 

 

 

 

 

 「利用者等の理解」について、充

足度を評価します 

［具体的な状況・取組内容］ 

・家族からの質問や問い合わせについて

専門用語は使わずに分かりやすく説明を

行っている。 

・パンフレット等を活用し時前説明を行

っている。 

 

・毎月、看護計画書作成の見直しを行っ

ている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

② 利用者等への「在宅での療養生活」に係る指導・説明  

23  作成した計画の内容や在宅

での療養生活の継続に向け

て留意すべき点等につい

て、分かりやすく説明し、利

用者等の理解を得ている 

1 14 1 

  

 

 

・計画にたいする同意書を得

る際には懇切丁寧な説明を

心がけて下さい。 

・引き続き家族に理解してい

ただけるようにお願いしま

う。 

 

 

 

 

 

 

 「利用者等の理解」について、充

足度を評価します 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

担当者会議にてわかりやすく説明し、内

容の変更の際も家族にご連絡し理解を得

ている。 

 

 

24  利用者等が行う医療処置や

医療機器の取り扱い方法、

家族等が行うケアの提供方

法等について、分かりやす

く説明し、利用者等の理解

を得ている 

3 10 2 

1 

 

 

・利用者等が自ら医療処置等

を行う場合についての評価

なので状況・取り組み内容が

合致していないように思い

ます。 

・医療的なことを分りやすく

説明し家族に理解していた

でけるように努めて下さい。 

 

 

 「利用者等の理解」について、充

足度を評価します 

［具体的な状況・取組内容］ 

看護・介護において利用者に応じたわか

りやすい言葉や、ケア方法、医療処置な

どを実践したい時など、ご家族への連絡

や相談を行い、理解をして頂くよう努め

ている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

 

 

 

 

③ 重度化した場合や終末期における対応方針の、利用者等との相談と共有  

25  利用者本人（意思の決定・表

示ができない場合は家族

等）の希望や意向を把握し、

サービスの提供に反映して

いる 

14  2 

 

 

 

・利用者。家族の意向を聞き

サービス提供できています。 

 

 

 

 

 「サービス提供への適切な反映」

について、充足度を評価します 

 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

入所時に家族の意向、緊急時の際の対応

等、ご家族の意向を聞き、反出来る様に

取り組んでいる。 

 

 

 

 

26  在宅生活の継続の可否を検

討すべき状況を予め想定

し、その際の対応方針等に

ついて、利用者等と相談・共

有することができている 

14  2 

 

  

 

・家族への相談、主治医への

相談ができている。 

・在宅看護等が難しい方の基

準を決め情報を共有し本人・

家族に伝えておくことは大

事なことであるし良く出来

ていると思います。 

 「将来に発生し得る様々なリス

クを想定した上での、対応策の検

討と共有」について、充足度を評

価します 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

予測される危険リスクや対応策について

予め家族に報告や相談を行っている。 

状況の変化等は主治医にも相談し、家族・
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

本人にお伝えしている。 

 

 

 

 

 

27  終末期ケアにおいて、利用

者等に適切な時期を見計ら

って、予後および死までの

経過を丁寧に説明し、説明

した内容や利用者等の意向

等を記録として残している 

 

 10 5 

1 

 

・自己評価から終末期ケアつ

いての説明等があまりできて

いないように思える。今後、終

末期ケアの必要性が大きくな

ることが予測されるため、利

用者及びその家族の意向を

適切に把握し、終末期ケアを

行っていただきたい。 

・終末期ケアに対する丁寧な

説明と記録作成の内容につ

いては、関係者個々のバラツ

キは発生しませんか？ 

 

 

 

 

 「予後および死までの経過の説

明」と「記録の有無」の２つの視

点から、充足度を評価します 

 「丁寧に説明し」且つ「記録とし

て残している」場合は「よくでき

ている」 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

・医師による説明、本人、家族に病状や

状況変化等の説明を行い、気持ちの変化

等にも対応を行いつつ、経過、記録を残

している。 

・看護小規模における ACP（アドバンス・

ケア・プランニング）の状況について考

える機会を持つ事ができた。 

 

 

２．多機関・多職種との連携  

（１） 病院・施設等との連携による円滑で切れ目のないケアの提供  

① 病院・施設等との連携や情報共有等による、在宅生活への円滑な移行  

28  病院・施設等との連携・情報 4 12      「利用者の円滑な在宅生活への
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

 共有等により、病院・施設等

からの、利用者の円滑な在

宅生活への移行を支援して

いる 

  

 

・在宅看護・介護への移行は

施設、病院との縁がきれない

という安心感が必要だと思

う。 

 

 

 

移行」について、充足度を評価し

ます 

 例えば、「退院・退所前のカンファ

レンスへの参加」、「利用者等に係

る病院・施設等との継続した情報

共有」などの取組が考えられます 

［具体的な状況・取組内容］ 

 

 

 

主治医との連携、入所時は看護サマリー・

アセスメントの情報提供を行い退院前カ

ンファレンスを密にすることで在宅生活

の意向を支援できている。 

 

 

 

 

② 入院・入所の可能性がある利用者についての、主治医等との対応方針の共有  

29  すべての利用者について、

緊急時の対応方針等を、主

治医等と相談・共有するこ

とができている 

  3 13 
  

 
   

・緊急時の対応おねがいしま

す。 

・緊急時に対応するシステム

が図られていることは大事

なことと思います。 

 

 

 「緊急時の対応方針等の主治医

等との相談・共有」を評価します 

 利用者の状態変化・家族等介護者

の状況の変化など、実際に発生す

る前の段階から予め対応方針等

を主治医等と相談・共有しておく

ことが重要です 

［具体的な状況・取組内容］ 

［具体的な状況・取組内容］ 

主治医より訪問看護指示書を受け、看護

計画を作成し、実施している。 

緊急時は主治医へ相談し、指示を得てい

る。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

 

 

 

 

 

③ 地域の医療機関等との連携による、急変時・休日夜間等に対応可能な体制の構築  

30  地域の医療機関等との連携

により、休日夜間等を含め

て、すべての利用者につい

て、急変時に即座に対応が

可能な体制が構築されてい

る 

 

 

  

 3 
13     

・マニュアルに沿って急変時

の体制ができています。引き

続きお願いします。 

 

 

 

 「即座な対応が可能な体制の構

築」について、充足度を評価しま

す ［具体的な状況・取組内容］ 

 

看護師の夜勤不在時は２４時間オンコー

ル対応にて連絡体制を整えている。マニ

ュアルに沿って急変時の体制を整えお

り、安岡病院と連携し即座に対応可能な

体制を整えている。 

 

 

（２） 多職種との連携体制の構築  

① 運営推進会議等における、利用者のために必要となる包括的なサポートについての、多職種による検討  

31  運営推進会議等において、

利用者のために必要と考え

られる包括的なサポートに

 

 3 

 

 10 

 

  2 

 

 1 

 

・コロナ渦ではありますが、

可能な限り地域資源等の情

 「利用者のために必要となる、介

護保険外のサービスやインフォ

ーマルサポート等を含めたケア
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

ついて、民生委員・地域包括

支援センター・市区町村職

員等への情報提供や提案が

行われている 

［具体的な状況・取組内容］ 

コロナ禍の為、会議の開催が難しい状況

でも、看多機通信や状況報告等を書面に

て提供している。 

 

 

報を共有できるように努め

て下さい。 

・書面での開催にて情報提供

できています。 

・コロナ渦、運営推進会議は

中止の連続ではありました

が、資料や活動内容を見てい

ます。良く活動されていると

思います。 

 

 

 

 

 

の提供について、多職種とともに

検討・支援を行っていくなどの取

組」の充足度を評価します 

 そのような取組をしたいことが

ない場合は「全くできていない」 

 民生委員のみでなく、自治会長や

町会長などの住民代表も対象で

す 

３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画  

（１） 地域への積極的な情報発信及び提案  

① サービスの概要及び効果等の、地域に向けた積極的な情報の発信   

32  運営推進会議の記録につい

て、誰でも見ることができ

るような方法での情報発信

が、迅速に行われている 

 

 

 

 4 

 

 

 11 

 

  

 

 1 

・実際はコロナ渦で内覧はで

きないと思いますが、準備だ

けはお願いします。 

・情報発信はできています。 

・開示できる情報を多く発信

されていることが良く分り

 「誰でも見ることができる方法

での情報発信」と「迅速な情報発

信」の２つの視点から、充足度を

評価します 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

看多機通信にて外部へ、施設の取り組み

内容の紹介を行っており、運営推進会議
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

の記録や外部評価の公表を事業所入口に

用意し閲覧可能にしておりホームページ

においても公表している。 

 

ます。 

 

 

 

 

33  サービスの概要や地域にお

いて果たす役割等につい

て、正しい理解を広めるた

め、地域住民向けの積極的

な啓発活動が行われている 

 

   

 

  6 

 

  9 

 

 1 

・コロナ渦で難しいとは思い

ますが、地域密着型サービス

であることから地域に向け

た活動の実施を検討して下

さい。 

・ホームページの更新もお願

いします。 

・今後の課題ですね。 

 

 

 

 「積極的な啓発活動」について、

評価する項目です 

 例として、「チラシ等の配布」や

「地域説明会の実施」などの取組

が考えられます。 

 利用者や職員の確保のみを目的

とした活動等は除きます 

［具体的な状況・取組内容］ 

ホームページの掲載や広報誌にてサービ

スの概要を紹介し、ご利用者様やご家族

様には看多機通信にて活動や行事の様子

を紹介できている。 

（２） 医療ニーズの高い利用者の在宅での療養生活を支える、地域拠点としての機能の発揮  

① 看護小規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を含む、地域への訪問看護の積極的な提供  

34  看護小規模多機能型居宅介

護事業所の登録者以外を対

象とした訪問看護を積極的

に実施している 

 
 

 
  

  「指定訪問看護事業所の指定を

併せて受けている事業所」のみが

対象です。該当しない場合は、実

施状況欄は無記入で、[具体的な

状況・取組内容]欄に｢指定なし｣

［具体的な状況・取組内容］ 

指定なし 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

と記入してください 

 「登録者以外を対象とした訪問

看護」を実施してないていない場

合は、「全くできていない」 

 「あまりできていない」～「よく

できている」は、その「積極性」

の視点から、充足度を評価します 

② 医療ニーズの高い要介護者の積極的な受け入れ  

35 

 

 「たん吸引」を必要とする

要介護者を受け入れること

ができる体制が整ってお

り、積極的に受け入れてい

る 

4 11 1 

 

 

 

・体制も整備され、積極的な

姿勢が感じられる。 

・積極的に受け入れができて

います。引き続きお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 「積極的な受け入れ」について、

充足度を評価してください 

 「受け入れることができる体制」

が整っていない場合は、「全くで

きていない」 

 「あまりできていない」～「よく

できている」は、その「積極性」

の視点から、充足度を評価します 

［具体的な状況・取組内容］ 

 

介護職も喀痰吸引研修を受講し認定特定

行為従事者の実人数を整え登録喀痰吸引

等事業者の登録を行い積極的に受け入れ

ができる体制を整えている。各階に吸引

器を準備しており、積極的に受け入れて

いる。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

36  「人工呼吸器」を必要とす

る要介護者を受け入れるこ

とができる体制が整ってお

り、積極的に受け入れてい

る 

 

 

 

 3 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「積極的な受け入れ」について、

充足度を評価してください 

 「受け入れることができる体制」

が整っていない場合は、「全くで

きていない」 

 「あまりできていない」～「よく

できている」は、その「積極性」

の視点から、充足度を評価します 

［具体的な状況・取組内容］ 

看護マニュアルの作成は出来ているが、

設備含め、受け入れ出来ていない。 

 

 

 

 

 

37  「看取り支援」を必要とす

る要介護者を受け入れるこ

とができる体制が整ってお

り、積極的に受け入れてい

る 

 

 

3 5  8 

 

 
・在宅における看取りの必要

性 

は今後高まってくると予測され

るため、体制の整備は必要と

思われる。職員のスキルアッ

プも含め対応を検討いただき

たい。 

・介護職が不安なく看取りので

きる体制作り、研修を今後も

続けて下さい。 

 

 

 

 「積極的な受け入れ」について、

充足度を評価してください 

 「受け入れることができる体制」

が整っていない場合は、「全くで

きていない」 

 「あまりできていない」～「よく

できている」は、その「積極性」

の視点から、充足度を評価します 

［具体的な状況・取組内容］ 

・看取りのマニュアル作成、Drとの連携、

劇薬の管理等、受け入れの準備を整えて

いる。 

・介護職が不安なく看取りのできる体制

作りとして、看護職よりグリーフケア実

施についての研修を行った。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

 

 

 

（３） 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画  

① 行政の地域包括ケアシステム構築に係る方針や計画の理解  

38  管理者および職員が、行政

が介護保険事業計画等で掲

げている、地域包括ケアシ

ステムの構築方針や計画の

内容等について理解してい

る 

2  8 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「内容等の理解」について、その

充足度を評価します 

 地域包括ケアシステムの構築に

あたっては、その中で各々が果た

すべき役割を、明確に理解するこ

とが必要であるといえます 

 地域包括ケアシステムの構築方

針や計画などがない場合は、「全

くできていない」 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

施設研修の取り組みの１つとして、研修

を行い、地域包括ケアシステムについて

の役割や理解を深めている。 

 

 

② サービス提供における、（特定の建物等に限定しない）地域への展開  

39  サービスの提供エリアにつ

いて、特定の集合住宅等に

限定せず、地域に対して積
 8 8 

 

 

・地域密着型サービスである

ことから、当然、地域に開か

れた事業所である事を意識

 「特定の集合住宅等に限定しな

い、地域への積極的な展開」につ

いて、充足度を評価します 

 看護小規模多機能型居宅介護は、

特定の集合住宅等に限定するこ
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

極的にサービスを提供して

いる 

［具体的な状況・取組内容］ 

毎週末、ご自宅で過ごされるご利用者様

やショートステイの受け入れにて、可能

であれば広く受け入れている。 

 

 

した事業運営をお願いした

い。 

・在宅での利用者の受け入れ

もよろしくお願いします。 

・一般住宅に居住する利用者

への積極的な受け入れると

職員の負担増との兼ね合い

はどうなのかと思います。 

 

 

 

となく、地域全体の在宅療養を支

える核として機能していくこと

が期待されます 

 特定の集合住宅等のみを対象と

している場合は「全くできていな

い」 

③ 安心して暮らせるまちづくりに向けた、関係者等への積極的な課題提起、改善策の検討等  

40  介護・看護の観点から、地

域の関係者に対し、必要に

応じて課題提起や改善策の

提案等が行われている 

 8 7 

  

 

・地域の関係者ともネットワ

ーク作りが必要かと思われ

ます。 

・関係者等への積極的な問題

提起・改善策の検討は結構で

すが、スタッフの負担が更に

加重されるのではないです

か？ 

 

 

 

 「課題提起や改善策の提案等の

取組」について、その充足度を評

価します 

 今後は、サービスの提供等を通じ

て得た情報や知見、多様な関係者

とのネットワーク等を活用し、必

要となる保険外サービスやイン

フォーマルサービスの開発・活用

等、利用者等のみでなく地域にお

ける課題や改善策を関係者に対

して提案していくなどの役割も

［具体的な状況・取組内容］ 

感染症や災害の発生した場合であっても

サービスが継続的に提供出来る様 BCP

の策定を進めている。 
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番
号 

評価項目 

事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 
よく 

できて 

いる 

おおよそ 

できてい

る 

あまりできて

いない 

全く 

でき

てい

ない 

期待されます 

 そのような取組をしたことがな

い場合は、「全くできていない」 

41  家族等や近隣住民などに対

し、その介護力の引き出し

や向上のための具体的な取

組等が行われている 

4 11 1 

 

 

・在宅で介護を行う家族等へ

のサポート等を期待したい。 

・住民との関わりも大切と思い

ます。今後も介護力を高めて

下さい。 

・利用者等との信頼関係を結

ぶ第一歩は初対面での印象

が大きな影響があると思いま

す。何気ない対応は是非とも

継続すべきです。 

 

 

 

 

 

 

 「家族等や近隣住民に対する、介

護力の引き出しや向上のための

取組」について、その充足度を評

価します 

 今後は、利用者への家族等や近隣

住民の関わりを促しながら、関係

者全員の介護力を最大限に高め

ることにより、在宅での療養生活

を支えていくための環境を整え

ていくなどの役割も期待されま

す 

 そのような取組をしたことがな

い場合は、「全くできていない」 

［具体的な状況・取組内容］ 

職員がマナーを守ることで利用者の尊厳

や利用者・家族との信頼関係を築けるよ

う、接遇の向上に力を入れ取り組んだ。 

・挨拶・言葉づかい・表情・傾聴・身だし

なみを意識する。自己評価・他者評価の

実施。 

・毎週月曜日の朝礼時、身だしなみチェ

ックを行っている。 
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番

号 
評価項目 事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 

Ⅲ 結果評価  

① 計画目標の達成  

  サービスの導入により、利

用者ごとの計画目標が達成

されている 

１．ほぼ全ての利用者について、達成さ

れている 

２．利用者の２/３くらいについて、達成

されている 

３．利用者の１/３くらいについて、達成

されている 

４．利用者の１/３には満たない 

・目標達成の状況が良好で

あることが伺える。これに

満足せず利用者の生活機

能等の維持向上の視点か

ら、利用者個々の計画目標

の設定を期待する。 

 

・計画目標が達成されてい

ます。引き続きお願いしま

す。 

 

 

 

 

✓「計画目標の達成」について、評価

します。 

［具体的な状況・取組内容］ 

モニタリング評価や看護計画に沿って概

ね実行できている。 

② 在宅での療養生活の継続に対する安心感  

43  サービスの導入により、利

用者およびその家族等にお

いて、医療が必要な状況下

においての在宅での療養生

活の継続に対し、安心感が

１．ほぼ全ての利用者について、達成され

ている 

２．利用者の２/３くらいについて、達成さ

れている 

３．利用者の１/３くらいについて、達成さ

れている 

４．利用者の１/３には満たない 

・同法人の安岡病院との連

携が出来ているため、利用

者及びその家族も安心だと

思います。 

 

 在宅での看取りを除く、全ての利用

者およびその家族等に対し、サービ

スの提供により実現された「医療が

必要な状況下においての、在宅での

療養生活の継続に対する安心感」に
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番

号 
評価項目 事業所自己評価 

運営推進会議における評価 

コメント記入欄 

評価の視点・ 

評価にあたっての補足 

得られている 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

医療との連携や看護師の２４時間対応等、

継続的支援対応ができており、安心感が

得られている。 

 

 

 

 

 

・在宅での生活が安心して

できるようにお願いします。 

 

 

 

 

ついて、評価します 

 

 

 

 

 

44  サービスの導入により、在

宅での看取りを希望する利

用者およびその家族等にお

いて、在宅での看取りに対

する安心感が得られている 

１．ほぼ全ての利用者について、達成され

ている 

２．利用者の２/３くらいについて、達成さ

れている 

３．利用者の１/３くらいについて、達成さ

れている 

４．利用者の１/３には満たない 

５．看取りの希望者はいない 

・全利用者が看取りの対象

とはならないと思います

が、在宅での看取りに対す

る安心感を提供できるよ

う心掛けて下さい。 

・医療。他職種との連携を

図りながら対応お願いし

ます。 

・これからの重要課題であ

ると思います。 

 

 

 在宅での看取りを希望する利用者

およびその家族等に対し、サービス

の提供により実現された「在宅での

看取りに対する安心感」について、

評価します 

 在宅での看取りは、事業所内（通い・

泊まり）での看取りを含みます 

 在宅での看取りの希望者がいない

場合は、「５．看取りの希望者はい

ない」 

 

 

 

 

［具体的な状況・取組内容］ 

医療機関・他職種との連携を行い対応可

能な方に提供できている。 

 

 

 


